
）

　　　　令和5年4月1日　～　令和6年3月31日（１年間とすること）

１　現在、指定基準第192条第２項を満たすことができていない理由と具体的改善策
（詳細かつ具体的に記載すること）

２　現在の事業内容及び計画期間を通じて実施する事業内容

３　現在の生産活動に係る事業の収入額及び計画期間を通じて達成する事業収入目標額（1年間の額を記載）

(注)目標収入額は、「平均利用者数×平均労働時間×最低賃金額×平均利用日数×12か月」以上の額でなければならない。

４　現在の生産活動に伴う経費及び計画期間を通じて達成する必要経費の見込額（１年間の経費を記載）

５　生産活動に係る事業の収入－生産活動に伴う必要経費

６　現在の利用者の総賃金額及び計画期間後の利用者の総賃金額

※「現在」はいずれも、指定基準192条第２項を満たさないと判断された前年度１年間のものを記載すること。
※その他、社会福祉法人会計基準に基づく会計書類等、地方公共団体が必要と認める書類を添付させること。

別紙様式２－１

事業所所在地 浜松市西区志都呂2-12-19

連絡先 電話番号 053-543-4110 FAX番号 0053-523-6111

事業所名称 朝霧フードラボ 代表者氏名 川瀬弘樹

【指定就労継続支援Ａ型事業所　経営改善計画書】

改善計画期間

（うち身体 知的 精神職員数 定員 利用者数

事業所の設置主体 社会福祉法人　・　民間企業　・　NPO法人　・　その他 設立年月日

その他

（主な費目）
農作物の生産、農作物の受託、施設外就労、清掃作業

（積算根拠）
農作物の生産12,500,000円、農作物の受託業務2,500,000円、清掃業務
250,000円施設外就労3,600,000円、工業部品組立て1,200,000円

(未達成理由)
トマトの収量が前半は予定の9割ほどであったが、後半はハウス内に病
気が広まってしまい、予定の5割程度になってしまった。工業部品組立
て委託作業も予定より減ってしまい収入が確保できなかった為。

(具体的改善策)
トマト生産事業を向上・安定させる。
利用者の作業能力の向上を図り、生産能力をあげる。
収益性の高い農作物を積極的に生産する。

現在の事業内容 計画期間を通じて実施する事業内容
トマト生産事業
トマト受託事業
施設外就労
レタス生産事業
工業部品組立て

トマト生産事業
農作物の受託事業
施設外就労
工業部品組立て

現在の収入額 計画期間を通じて達成するべき目標収入額

17,073,230円 20,050,000円

現在の経費 計画期間を通じて見込まれる経費

18,108,501円 20,020,000円

（主な費目）
人件費・材料費・経費

（積算根拠）
人件費13,210,000円、材料仕入れ・種苗費等5,146,521円、減価償却費
1,663,479円

現在の「収入－経費」 計画期間後の「収入－経費」

▲1,035,271円 30,000円

現在の支払い総賃金額 計画期間後の支払い総賃金額

14,555,895円 13,210,000円

（積算根拠）

昨年の実績
（積算根拠）
平均利用者数×平均労働時間×最低賃金額×平均利用日数×12カ月

事業所代表者氏名欄　　　　　　　　　　


